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────────────────────────────────────────── 

平成30年 第３回（定例）高 鍋 町 議 会 会 議 録（第４日） 

                           平成30年９月12日（水曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第４号） 

                       平成30年９月12日  午前10時00分開議 

 日程第１ 議案第55号 平成２９年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いて 

 日程第２ 認定第１号 平成２９年度高鍋町一般会計歳入歳出決算について 

 日程第３ 認定第２号 平成２９年度高鍋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算につい

て 

 日程第４ 認定第３号 平成２９年度高鍋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第５ 認定第４号 平成２９年度高鍋町下水道事業特別会計歳入歳出決算について 

 日程第６ 認定第５号 平成２９年度高鍋町介護認定審査会特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第７ 認定第６号 平成２９年度高鍋町介護保険特別会計歳入歳出決算について 

 日程第８ 認定第７号 平成２９年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出

決算について 

 日程第９ 認定第８号 平成２９年度西都児湯固定資産評価審査委員会特別会計歳入歳

出決算について 

 日程第10 認定第９号 平成２９年度高鍋町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算に

ついて 

 日程第11 認定第10号 平成２９年度高鍋町水道事業会計決算について 

 日程第12 議案第56号 高鍋町家庭奉仕員派遣手数料徴収条例の廃止について 

 日程第13 議案第57号 高鍋町税条例等の一部改正について 

 日程第14 議案第58号 高鍋町自動車等駐車場の設置及び管理に関する条例の一部改正

について 

 日程第15 議案第59号 平成３０年度高鍋町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第16 議案第60号 平成３０年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第17 議案第61号 平成３０年度高鍋町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 日程第18 議案第62号 平成３０年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第19 議案第63号 平成３０年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号） 

 日程第20 議案第64号 平成３０年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第21 議案第65号 平成３０年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算

（第１号） 
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──────────────────────────────── 
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──────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番 池田  堯君       ２番 水町  茂君 

３番 山本 隆俊君       ５番 津曲 牧子君 
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６番 岩村 道章君       ７番 岩﨑 信や君 

８番 緒方 直樹君       10番 柏木 忠典君 

11番 後藤 正弘君       12番 中村 末子君 

13番 黒木 博行君       14番 黒木 正建君 

15番 春成  勇君       16番 八代 輝幸君 

17番 青木 善明君       18番 永友 良和君 

──────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

──────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

議会事務局長 川野 和成君   事務局長補佐 岩佐 康司君 

議事調査係長 鳥取 真弓君                 

──────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 黒木 敏之君   副町長 ………………… 児玉 洋一君 

教育長 ………………… 川上  浩君   代表監査委員 ………… 黒木 輝幸君 

総務課長兼選挙管理委員会事務局長 ……………………………………… 河野 辰己君 

財政経営課長 ………… 徳永 惠子君   建設管理課長 ………… 惠利 弘一君 

農業政策課長兼農業委員会事務局長 ……………………………………… 横山 英二君 

地域政策課長 ………… 渡部 忠士君   会計管理者兼会計課長  鳥井 和昭君 

町民生活課長 ………… 山下 美穂君   健康保険課長 ………… 宮越 信義君 

福祉課長 ……………… 中里 祐二君   税務課長 ……………… 杉  英樹君 

上下水道課長 ………… 吉田 聖彦君   教育総務課長 ………… 野中 康弘君 

社会教育課長 ………… 稲井 義人君                      

──────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（永友 良和）  おはようございます。 

 只今から本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第５５号 

日程第２．認定第１号 

日程第３．認定第２号 

日程第４．認定第３号 

日程第５．認定第４号 
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日程第６．認定第５号 

日程第７．認定第６号 

日程第８．認定第７号 

日程第９．認定第８号 

日程第１０．認定第９号 

日程第１１．認定第１０号 

日程第１２．議案第５６号 

日程第１３．議案第５７号 

日程第１４．議案第５８号 

日程第１５．議案第５９号 

日程第１６．議案第６０号 

日程第１７．議案第６１号 

日程第１８．議案第６２号 

日程第１９．議案第６３号 

日程第２０．議案第６４号 

日程第２１．議案第６５号 

○議長（永友 良和）  日程第１、議案第５５号平成２９年度高鍋町水道事業会計未処分利

益剰余金の処分についてから、日程第２１、議案第６５号平成３０年度高鍋町一ツ瀬川雑

用水管理事業特別会計補正予算（第１号）まで、以上２１件を一括議題とし、１議案ごと

に総括質疑を行います。 

 なお、質疑につきましては、明瞭簡潔にてお願いいたします。 

 まず、議案第５５号平成２９年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、

質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番、中村末子。全部の積み立て予定額は幾らまでしたいと

考えておられるのか。また、それはどういう計画に基づいているのかお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（永友 良和）  上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  上下水道課長。特にどの計画に基づいてというわけでは

ございませんが、積み立て予定額につきましては、現在の※基金の残高が約２６億円ござ

います。毎年約２億円を元金分の償還に充てている状況でございます。その２億円に達す

るまでは減債基金に積みたいと考えております。建設改良積み立てにつきましては、現在

のところ、大規模改良事業を計画していない状況でございます。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番、中村末子。なぜ、この質疑をしたかという一番大きな

理由というのは、大規模の改修予定してないということですけれども、老瀬の浄水場に関

しては、かなり私は古くなっていますし、水の伏流水を利用している関係で、水の問題も

※後段に訂正あり 
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出ているのではないかと私は考えるんです。そういうことから考えたときに、そういった

建設資金、そういうものについての積み立てをある程度一定額しておかないと、次の建設

がかなり不可能になるんじゃないかなというふうに、ちょっと思っているものだから、そ

このところはどういうふうに計画されているのかということをお答え願えればありがたか

ったのですが。そこは、もしお答えがあれば、一応将来的にしている計画も含めて、お答

え願えればと思います。 

○議長（永友 良和）  上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  上下水道課長。まず、先ほど企業債のところで基金と申

し上げたみたいですので、企業債に修正をお願いします。 

 それから、建設改良積み立てについてでございますが、浄水場のやり替えとなると、と

てもこういう金額では足らないと考えておりますので、現在、いろんな補助事業等がない

かとか、そういうを含めて今、場所の移設等も含めて検討している状況でございます。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番。それともう一つは、やはり耐震の問題が、耐震管がど

れだけあるのかということも問題になってくると思うんです。それに対しても考えておら

れるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  上下水道課長。現在、耐震、幹線であります管の耐震が

４５％程度の耐震率となっております。まだまだしなければならない箇所が多くございま

すが、毎年更新、管の布設替えとして毎年少しずつはやっている状況でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、認定第１号平成２９年度高鍋町一般会計歳入歳出決算について質疑を行います。

質疑はありませんか。 

 １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番、中村末子。ちょっと項目がたくさんありますので、ゆ

っくり読み上げます。 

 まず、平成２９年度は１２０億円を超える予算額となりましたが、そのうち２５億円は

ふるさと納税分、町債が約９億７,０００万円、差し引くと実質は８６億７,０００万円で

す。したがって森を見て木を見なければすごいということでしょうが、冷静に見ると、な

んだということになります。 

 そこでお伺いします。投資的経費の使い方について、見られるべき成果はあったのか。

財政調整基金については、財政規模に応じた基金はどのくらいが妥当と考えておられるの

か。そのたびにどのような努力が払われてきたのか、お伺いします。 

 町税が伸びた理由及びどのような対策を講じられたのか、分析は済んでいるのか、お伺
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いします。 

 たばこ税については、受動喫煙問題などでかなり肩身の狭い状況下にありますが、わず

か１,０００万円程度の落ち込みのようですが、町内飲食業などにおける喫煙環境は調査

されてきたのかお伺いします。使用料及び手数料が減額となっているが、その要因と対策

を講じられなかったのかどうかをお伺いします。町税及び保育料、住宅使用料の収入未済

額への対応はどのように行ってきたのか、見るべき成果はどのような内容であるのか。 

 また、町税について、不納欠損としているのは、事由を見ればわかりますが、わかると

理解できるは違います。調査を行い、相当な日数及び手続きを行い、対応していることは

理解できますが、その間に何か対応できることはなかったのか、お伺いします。 

 また、住宅使用料については、現年分について平成２８年度と比較して増となっている

要因はどこにあったのか。また、その対応に問題はなかったのか。過年度分についても入

る見込みはあるのか。収入に応じた家賃形成されているにもかかわらず、未納が発生して

いる原因はどこにあったとお考えでしょうか。 

 人員配置問題で、職員は平成３０年４月１日で１６６人、嘱託、臨時職員など９５名の

ようですが、職員数に見合うスペースが不足しているのではと考えますが、どうだったで

しょうか。また、市町村アカデミーを含め、職員の研修があったようですが、その成果に

ついては詳細には、常任委員会でお聞きしますが、見るべきものがあったのか、お伺いし

ます。 

 補助金交付がございますが、補助することにより、どのような成果があったのでしょう

か、総括的にお答え願いたいと思います。 

 扶助費が例年にもれなく大きいようですが、その要因及び生活環境調査はできてきてい

るのか、お伺いしたいと思います。 

 昨今、子どもの貧困問題で、教育格差が問題視されていますが、高鍋町での就学援助を

初め、育英資金の利用状況はどうだったでしょうか。 

 障がい児対策において、民間を含む保育園及び幼稚園、小中学校での関係構築について

は、どのような対策が講じられ、見るべき成果があったのか、お伺いしたいと思います。 

 コミュニティ助成事業については、宝くじ助成について、地域からの要望は満たされて

きているのか、高鍋地区からの要望が少なかったのか、それとも県での査定の中でできな

かったのか、お伺いします。 

 災害対策で、津波避難タワーの予定は前倒しで行われましたが、総合計画で残された計

画がほかにあるのか、計画以上の成果があったとみていいのか、お伺いします。 

 キヤノンの計画が途中で入りましたので、ほかの計画が後年度への移行された計画はな

かったのか、お伺いします。 

 工事契約で、落札率平均は９５.２５％であるようですが、９７％を超す事業、また

７０％未満とか８０％で落札ということも一方ではあるようです。見積もりに問題が生じ

たのか、それとも別の問題があったのか、内容について知りたいと思います。これは、総
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合的に答えていただければ、あとは常任委員会でお伺いしたいと思います。 

 監査委員の意見書の中で、真に町民のための財政運営を望まれていましたが、これは将

来的希望であると考えますが、平成２９年度についてはどうだったでしょうか、お伺いし

たいと思います。 

○議長（永友 良和）  財政経営課長。 

○財政経営課長（徳永 惠子君）  財政経営課長。財政経営課関係部分についてお答えを申

し上げます。 

 まず、投資的経費の使い方について、見られるべき成果はあったかという御質疑でござ

いますが、投資的経費に該当する事業の成果につきまして、主なものといたしましては、

津波避難タワー整備事業、急傾斜地崩壊対策事業、庁舎非常用発電設備設置工事など、防

災、安全対策の強化、合板・製材生産性強化対策事業、産地パワーアップ事業などの産業

育成、地域の活性化、また町単独道路改良事業、社会資本整備総合交付金事業など、住環

境の整備など、国県補助金等も活用しながら、必要なインフラ整備を図ってきたところで

ございます。 

 次に、財政調整基金についてでございますが、一般的には標準財政規模の２割程度が望

ましいと言われております。その場合、本町においてはおおむね１０億円程度が適正規模

であると判断しております。 

 また、財政調整基金を適正な水準に維持するために、計画的な予算の執行、自主財源の

確保及び経費節減に努めてきたところでございます。 

 次に、使用料及び手数料の減額についての御質疑でございますが、減額の主なものとい

たしまして、使用料では住宅使用料が、入居者の減などで３４６万３,０００円の減、ま

た手数料では、平成２８年度に消費税増税を見込んだごみ袋の駆け込み購入の影響で、ご

み処理手数料が一時的にふえたため、平成２９年度はその反動で５７５万５,０００円の

減となったところでございます。 

 使用料及び手数料対策につきましては、利用者の満足度がより高まり、利用者数が増加

するような施設環境の改善や収納率の向上に努めたところでございます。 

 次に、補助金の成果についてでございますが、臨時福祉給付金、産地パワーアップ事業

費補助金、畜産競争力強化整備事業補助金など、国県補助事業の活用により、低所得者世

帯の経済負担の軽減を初め、農業における国際競争力の強化や、収益性の向上などが図ら

れたところでございます。 

 そのほか、各種町単独補助金につきましても、補助の目的に沿った成果が達成されたも

のと判断をしております。 

 次に、宮崎キヤノン進出に伴い、後年度へ移行された計画の有無についてでございます

が、宮崎キヤノン進出を直接の要因として計画を変更したという事業はございません。 

 次に、契約に関するに問題についてでございますが、設計額につきましては、公共工事

積算基準等に基づき、適正に積算をしており問題はないと考えております。 
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 また、契約における一連の過程においても問題は生じておりません。 

 最後に、町民のための財政運営についてでございますが、平成２９年度決算におきまし

ては、宮崎キヤノンの工場立地関係経費の支出等がございまいしたが、教育、福祉、産業

など、あらゆる分野において町民の皆様のニーズに対応できるよう、最小の経費で最大の

効果が生まれることを念頭に、必要な事業を進めてきたところでございます。 

 以上です。 

○議長（永友 良和）  税務課長。 

○税務課長（杉  英樹君）  税務課関係について、お答えいたします。 

 まず、町税が伸びた理由及び対策、分析等の関係でございます。 

 主な税の増減について、現年度分の調定額で御説明いたします。町民税についてでござ

いますが、個人の町民税について、所得金額全体の８割を占める給与所得が３.５％伸び

たため、約１,９０４万円の増となっており、町民税全体で１,６０７万４,１８０円の増

となっております。 

 固定資産税につきましては、土地に係るものにつきましては、地価の下落が続いており

ますので、約３１４万円の減となっておりますが、家屋に係るものにつきまして、新増築

家屋が１４３件あったことなどにより、約１,１８７万円の増となっております。償却資

産に係るものにつきましては、平成２５年に設置された太陽光発電設備の軽減期間が終了

したこと等により、約９２７万円の増となっており、固定資産税全体で１,８１９万

８,６００円の１.９％の増となっております。 

 軽自動車税につきましては、平成２８年度の税制改正において、最初の新規検査から

１３年を経過した軽四輪車等については、税率をおおむね２０％引き上げるという改正が

行われましたので、その影響もありまして２７４万５,９００円の増となっております。 

 町たばこ税につきましては、平成２９年の全国たばこ喫煙者率調査においても、結果が

出ておるんですけども、昭和４１年には８３.７％ありましたものが、５５ポイント減少

しておりまして、全国的に減少傾向が続いておりますので、町たばこ税は１,１５５万

４,５４８円の減となっております。 

 あわせて収納対策といたしまして、個人町民税の給与からの天引きによる特別徴収の推

進、未納があった場合等における早期の催告、早期の財産調査、早期の差し押さえを基本

に、滞納整理の継続的な評価等によりまして、収納率の向上に努めております。 

 その結果といたしまして、平成２９年度決算におきましては、町民税、固定資産税、軽

自動車税、町たばこ税の現年度分の収納率が３カ年続けて９９％を超えまして、滞納繰越

分を含めた町税全体の収納率は９６.４７％ということで、過去最高ということになりま

して、税額におきましては、町税全体で２,２２４万５,００５円の約１.１％の増となっ

たところでございます。 

 続いて、たばこ税の関係になりますけど、たばこ税に関連しまして、喫煙環境調査につ

いてはいたしておりません。 
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 その次になります。町税及び保育料、住宅使用料の収入未済額の滞納の関係になります

が、収入未済額の滞納についてお答えいたします。未収額が発生した場合、少ないうちに

早目に対応をすることが重要でございます。 

 先ほど、町税が伸びた理由及びどのような対策を講じたかというような質疑でも、答弁

をしたところでございますが、早期の催告、早期財産調査、地方税法、国税徴収法に基づ

きまして、給与、預金、年金、国税還付金、自動車等に対する差し押さえを行い、滞納に

対しての早期の対応を行っているところでございます。 

 不納欠損に至るまでには預金、給与、年金等の調査はもちろんのことですけども、自宅

等の捜索を行いまして、徹底した財産調査により納税する資力の有無を分析をしておりま

す。その結果、滞納処分を進めていくことで生活が窮迫してしまうと認められる場合等に

は、滞納処分の執行を停止することになるわけでございますが、捜索等の財産調査により

まして、生活状況を把握できるというところもございますので、生活保護担当課への情報

の提供とか、過払いの請求等につなげたり、そういう生活状況の改善を図る手助けになる

ような、あらゆる対応を考えながら業務に当たっているところでございます。 

 続きまして、住宅使用料の関係になります。住宅使用料についてお答えいたします。住

宅使用料につきましては、債権の分類上、行政庁の処分によって発生する税金等の強制徴

収公債権に対しまして、契約等によって、当事者間の合意によって発生する私債権に分類

されますので、滞納処分が直接できません。そのことが、収入未済額の増加している大き

な要因であると考えています。滞納者に対しましては督促状を発送をし、必要に応じて催

告書等を発送しておるんですが、対応に苦労している状況でございます。 

 未収額発生の要因といたしましては、病気、会社、都合等によるやむを得ない離職によ

って、前年中よりも収入が減少したことによるものが多く見受けられますが、住宅使用料

よりも他の支払いを優先しているケースも見受けられます。納付できるだけの資力がある

のに納付しないというケースもあると思われますので、今後の対応といたしまして、保証

人の催告に加え、裁判所の支払い督促の手続等の準備を進め、過年度分を含めて収入未済

額の圧縮に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（河野 辰己君）  総務課長。総務課関係３項目についてお答えをいたします。 

 まず、執務スペースにつきましては、充足しているものというふうに認識をしていると

ころでございます。 

 次に、研修につきましては、職場内での研修のほか、国際文化アカデミーなど職場外で

の研修にも積極的に参加をさせておりまして、職員の能力向上、人材育成に努めておると

ころでございます。研修は、多くのヒントや気付きを得るだけでなく、関係者とのネット

ワーク構築面においても大変重要な機会であるというふうに認識をしているところであり

ます。研修効果につきましては、研修後すぐに大きな成果が表れるものではございません
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が、学習できる機会が職員の能力や向上につながり、将来必ず大きな成果として表れるも

のというふうに考えておるところでございます。 

 続きまして、津波避難タワーの整備についてでございますが、津波避難タワーの整備に

つきましては、国の社会資本整備総合交付金を活用しまして、平成２８年度から平成

３２年度までの５カ年事業で進めておるところでございます。樋渡地区津波避難タワー建

設工事につきましては、平成２９年度予算を繰り越しまして、本年度予算とあわせて施行

をしているところであります。残された計画につきましては、効果促進事業による防災資

機材購入のみとなっておりまして、計画以上の成果はございません。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  福祉課長。 

○福祉課長（中里 祐二君）  福祉課長。福祉課関係の部分について、お答えをさせていた

だきます。扶助費の増加に係る部分ですが、こちらにつきましては、監査委員の意見書に

も御指摘があり、また先日の一般質問で黒木博行議員のほうからも御質問があり、お答え

をさせていただいた部分でございますが、その増加の要因については、主に介護給付費、

それから訓練等給付費、障害児通所支援事業費が増加をしておりまして、各サービス利用

者及び利用回数の増加によるものでございます。これは、平成２８年度途中に町内に開設

をされました就労移行支援事業所、それから障害児通所支援事業所が年間を通じて稼働を

いたしまして、認知度が向上をしたこともありまして、利用者数が増加をしたためという

ふうに考えております。 

 また、子ども支援に係る部分につきましては、私立保育園委託費、子ども医療費助成費

等が増加をしているところでございますが、委託費につきましては、平成２９年度より保

育士のキャリアアップ、処遇改善の部分が創設をされたことなどが主な要因で、医療費に

つきましては、助成対象者が中学生まで拡大されました、無償化の部分で。そういったこ

とで増加をしているところでございます。 

 なお、町民を対象にしました全般的な生活環境調査につきましては行っていないところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  教育総務課長。 

○教育総務課長（野中 康弘君）  教育総務課長。就学援助を初め、育英資金の利用状況に

ついてお答えをいたします。就学援助の状況でございますが、平成２８年度は要保護、準

要保護認定者９８名、特別支援教育就学奨励費認定者３０名で、支給総額は８４０万

４,０９４円になっております。 

 平成２９年度は、要保護、準要保護認定者１０８名、特別支援教育就学奨励費認定者

３９名で、支給総額は１,００１万２,７４０円となっておりますので、人数支給額とも

２８年度と比較しますとふえておる状況にございます。また、高鍋町育英会奨学金の貸与

状況につきましては、平成２８年度の利用者が１４名、平成２９年度は１０名となってお
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りますので、年度によって申し込み人数の変動がございます。 

 続きまして、学校教育における障がい児対策についてでございますけれども、小学校就

学前に医療、心理、福祉、教育の専門の先生と、児童、保護者との相談会を開催し、就学

前の健康診断の結果も踏まえて、児童一人一人にあった教育環境の提供に努めたところで

ございます。 

 また、平成２９年度は、学校生活支援員を東小学校に１名、西小学校に２名、東中学校

に１名、それぞれ増員し、特別な支援を必要としている児童生徒の生活の質や学習効果を

高めることができたものと考えております。学校施設につきましても、トイレの洋式化や、

体に障がいのある児童への配慮といたしまして、車いすで階段を昇降できる可搬型の階段

昇降機を配置するなどの環境整備を行ったところでございます。 

 以上です。 

○議長（永友 良和）  社会教育課長。 

○社会教育課長（稲井 義人君）  このコミュニティ助成につきましては、助成団体の決定

を、県を経由いたしまして、一般財団法人自治総合センターが決定するものでございます。

コミュニティ助成事業自体がほぼ１０割の補助であることから、申請の数が非常に多くな

ってきておりまして、決定団体のほうが逆に少なくなってきておる状態でございます。申

請団体が全て採択されるわけではございませんで、高鍋町でも既に多くの地区の方から申

し込みをいただいておりますけれども、毎年、２地区ずつ申請の手続を行っておりますが、

決定団体はここ数年１地区のみとなっております。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番。先ほど答弁があって、私も急ぎ書いたんですが、一つ、

財政経営課長の多分答弁であったと思うんですが、一応、見るべき成果として、やはり補

助事業なんかでもあるんですが、あとは津波避難タワーを含めて、公共的なものであった

というふうに思うんです。一つだけ、合板・製材生産性強化対策補助事業が多分言われた

と思うんです。それに関しては、その後の調査については、なされているのか、補助を出

した時間があまりにも少ないために、時間が少ないために、どれぐらいの割合で調査をし

ていくのか、やはりある程度経過を見て、しっかりとこちらのほうも、見るべき成果とい

うのがどういうふうにあったのかということを、引き続き私たちも知る必要がありますの

で、そこのところがもしおわかりになれば、お答え願いたいんですが、わからなければ、

これ多分、常任委員会で審査の対象となっている状況ですので、そこの中でお答えはして

いただけるんじゃないかなというふうに思いますが、答えられるかな。 

 それともう一つ、あと２つです。２つちょっとあるんですが、使用料のところで、私は

聞いたんですけども、住宅使用料がすごく減っているんです。住宅を使用されない、要す

るに住宅を退去される方が多いのか、それともお亡くなりになって、そのまま空き家にな

っている状況なのか、これだから、民間と一緒で、すごく空き家対策ではないんですけれ

ども、新築住宅がふえているけれども、町営住宅から出てということなのか、その辺の調
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査がされていないと、例えば町営住宅の住環境です。住環境をこれからどうすべきかとい

うところは、これから考えていかないといけないと思うので、その辺のところの調査をし

っかりとされているかどうかというのは、すごく気になるところなんです。 

 だから、町営住宅が、じゃあ逆に言えば必要ないのかというと、やっぱりそうじゃない

と思うんです。そうじゃないところがあるのに、住宅を空き家になっていく状況というの

は、一体どうなのかというところが、政策住宅で例えば堀の内団地あたりはもう、津波の

問題がありますので入れないということにしていらっしゃるみたいなんですけれども、そ

こは問題は別として、ほかの住宅がやっぱり空き室が多くなってきているという状況は、

今一度やっぱり調査をして、また計画を改めてしていく必要があるのではないかと、考え

方について、やっていくほうがいいんじゃないかと思うんですが、やはりこの状況を踏ま

えて、途中で対策を多分、調査をせんといかんなというふうに思われたんじゃないかなと

思いますが、どういうふうに考えてこられたのか、これからどうしたいのかというところ、

方針がまず出てきたのかどうかということを、そこはお伺いしたいと思います。 

 それから、保証人の問題が言われました。だから、保証人についても、前一度調査をし

ていただいて、これは池田議員の質問かな、質疑にもあったと思うんですけれども、もう

当然、なくなった人が保証人であったりとか、そういうことをするっていう状況、今、全

国的な流れの中には、町営住宅はやっぱり公営住宅というのは、ほとんどやっぱり保証人

なしで入れるのが筋じゃないかというところがあるんですけれども、その辺の考え方につ

いても、どのような研修とかがあったのか、研修がなければ大丈夫です。その辺のところ

で、どういうお話合いをしてこられたのか、その辺のところをお伺いしたいなというふう

に思います。 

 それと、もう一つ、町税がやっぱり伸びているんです。これ私の客観的な意見になるか

もしれませんけれども、どんな調査をされているか、ちょっとわからないんですけれども、

やはりふるさと納税が伸びていけば、当然、町税も伸びるんじゃないかなというふうに私

は思ったんです。だけどそれは、町税としてひとくくりとされているみたいですので、や

はりそうじゃなくて、本当はふるさと納税によって、高鍋の事業者が、やっぱりそれだけ

の売り上げがあれば税金としてお返しできると、やっぱり２５億円もあったということは、

私たちは見るべきものがあったというふうに確信をしているわけですので、事業者の皆さ

んからすると、やはりそれだけ税金を納めていただける要因が出てきているのではないか

なというふうにちょっと思いましたので。 

 申告が平成３０年度ということだと思いますので、そこのところはちょっとまだ、ある

程度関係ありませんよじゃないけど、関係がありませんよということであれば、それをき

ちんとお答え願えればと思うんですけど、よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、生活環境というか、いろんな調査を、収入未済額に対する対応というのは、

細かにされていると思うんですが、私が一つ聞きたかった一番大きな理由というのは、や

はりその中でどうしても納められない、これを納めることによって生活環境が非常に困窮
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していくという状況の場合は、多分これは対応されていると思うんですけれども、生活保

護を含めた、やっぱり環境整備、生活が苦しくなるのにもう生活ができないという状況に

なるまで、多分追い込んでいないとは思うんですけれども、そういう苦情がきてませんの

で、多分そういう状況は生まれてきていないとは思うんですけれども、そこの調査がどう

いうふうにされたのか、もう一度しっかりと、例えば生活ができない、困窮されているよ

うな状況というのは、先ほど述べていただきましたけれども、それ以外で、もし見るべき

成果があったことについては、やはり職員が頑張っていることを、ここで評価をしていた

だければありがたいなと思います。 

 先ほど、市町村アカデミーのことを含めて、いろんな職員の研修、やっぱり研修をして

いくということはすごく大事なことでありますし、これは人数的に私は少ないんじゃない

かなと思うくらいあるんです。というのは、もう日々変わっていく状況というのを、やっ

ぱり職員がそれに合わせていけるような状況というのを、スキルアップを図るためにはど

うしてもこういう研修をしていかなければならないというものがあると思うんですが、具

体的にどのような研修を行って、どのような成果と、成果とつながる、なかなか成果には

つながらないとは思うんですが、成果につながってきたのか、そこのところ、やはりよか

ったと職員が言って、復命書でもあると思うんです。こういうところが大変勉強になった

とか、そういうところを少し、一端でも聞かせていただければ、あとは常任委員会のほう

でもう少し詳しく聞かせていただけると思いますので、そこのところだけ御答弁をお願い

できればと思っております。 

○議長（永友 良和）  農業政策課長。 

○農業政策課長（横山 英二君）  合板・製材生産性強化対策事業についてお答えいたしま

す。こちらのほう、皆川ドライウッドさんのほうが総事業費１億７,７００万円くらいか

けてやった事業に対して、補助を８,０００万円しておるんですけれども、ちょっとその

後の、事業が終わった後の確認調査等は今年度に入ってからまだ行っておりません。申し

わけありません。 

○議長（永友 良和）  建設管理課長。 

○建設管理課長（惠利 弘一君）  建設管理課長。まず、あの住宅の使用料の額の問題です

けど、平成２８年度と２９年度につきましては、先ほど答弁がありましたように入居者が

減っております。その要因として、建設管理課の中で考えることが、まず高層３階、４階

建てについて、エレベーターのない公営住宅があるということ、それから学校の距離の問

題、それから中には利用、間取りといいますか、中の状況の問題もあるかと思いますが、

そこでうちとしても何かの対策はしなければいけないということで、本年度から今までは、

基本入居者を募集して、その中で抽選で入居者を決めておりましたが、なかなか入居希望

のないところにつきましては、もう随時募集ということで、そういう公募を始めたところ、

少しふえてきている状況でございます。 

 それから、保証人の問題でございますが、議員が申されたように、自治体で考え方がだ
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いぶ違うようです。そこで、うちのほうもまだ決定はしていないんですけれども、保証人

の件につきましては、なしというよりか、最低１人はいないと、もし入居者に何かあった

場合に、まず連絡をする人は最低限必要ではないかと、今のところ考えているところでご

ざいます。 

 現在、公営住宅につきましては、御存じのとおり外壁改修工事を小丸団地が済みまして、

今年度は石原団地をする予定です。建設管理課のほうで、長寿命化計画の中で、随時、そ

ういうことをやって、まずはハード部分、石原団地の次は国の補助の関係もありますが、

舞鶴団地のほうを考えております。随時、長寿命化のハード部分を先にやりまして、中の

バリアフリーとかいうのも社会情勢上がありますので、それはその次の段階というふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  税務課長。 

○税務課長（杉  英樹君）  税務課関係についてお答えをいたします。順番がいろいろ逆

転するかもしれませんけど、ふるさと納税の絡みでの所得等の分析についてになりますけ

ど、昨年分、以前の分についても若干分析は当課のほうで行いました。結果として、主な

ものとして言えることは、事業者が法人であったりする場合は、当然、給与だけに反映す

るんではなく、当然ながら経費として設備投資等を行いますので、２９年度の決算で見る

法人税の額は減額ってなっておりますので、一概にそこだけでふるさと納税がふえたから

所得が全体的に、町民税が伸びたということにはならないと。 

 中には、個人の町民税につきましては、給与所得者等が当然、そういう事業所もふえて

おれば、その分は反映している部分もあるので、今回の町民税の伸びに全く影響がないと

いうことはなく、何らかの影響はあっているんではないかなというところまでは想定がで

きます。 

 続きまして、生活の苦しい方、いわゆる納められない方というところの関連になります

けど、先ほど答弁いたしましたように、過払いの請求だったり、生保につなげたりという

ところについても、当然、捜索等行くまえに、そういう状況等把握している部分について

は、担当部署と協議をしながら行っているところでございますので、個別の案件について

どうのというのは、ちょっと申し上げられませんけれども、中身についてはそういうのを

把握をしながら、協議をした上で行っております。 

 あと住宅関係の分で、建設管理課長のほうからも報告ありましたけど、現時点での滞納

者としてある場合につきましては、当然、保証人等おりますので、その分の対応について

も今後やっていくところで、計画を進めるところでございます。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（河野 辰己君）  総務課長。研修関係についてお答えをいたします。 

 今までは、市町村職員研修センターが行う研修を中心としまして、千葉で行っておりま

す市町村アカデミー、大津市の国際文化アカデミー、それと立川市にあります自治大学校
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等々に職員のほう派遣しておりましたが、昨年、黒木町長になりまして、それに加えまし

て民間的な発想を行うということも、そういうヒント、あるいは気づきが必要だというこ

ともありまして、人吉にあります中小企業大学校、あるいは福岡の九州生産性本部等々の

研修に出席をさせております。 

 そこであった成果とかいうのが、先ほどちょっと申し上げましたけど、新たな、今まで

行政が行う研修とは若干異なるといいますか、異業種交流を含めた研修という形で、新た

な気づき等々が復命書の中でも、そういう声をいただいております。また、そういった参

加者、民間の参加者との交流等も図られてよかったという声をいただいておるところであ

ります。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、認定第２号平成２９年度高鍋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算について質疑

を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番、中村末子。３つほど質疑があります。ちょっとゆっく

り読みます。国保運営協議会で意見が出されました。国民健康保険税については、公平性

から見て、可能な限り収納に力を尽くすべきであるとの意見がありました。収納できなか

った部分及び不納欠損とするまでの対応は、どのような努力が図られたのか、お伺いした

いと思います。 

 医療費の高騰の要因となったものは何か。また、厚生労働省で承認された医薬品につい

て、資料は特別委員会でいただけるものと考えておりますが、どのような内容があるので

しょうか。監査委員の意見書の中では大変厳しい意見が出ております。国民健康保険税の

あり方が医療費の伸びから考えて、不足するのではないか問われていると私は考えます。

特定健診など努力された予防などについての、どのような成果が見られたのか、一部をお

答え願いたいと思います。詳細は特別委員会でお伺いしたいと思いますので、また詳細な

資料も含めて、これを要求させていただきたいと思います。 

○議長（永友 良和）  税務課長。 

○税務課長（杉  英樹君）  税務課長。国民健康保険税の収納対策についてお答えいたし

ます。先ほどの一般会計の決算のところの質疑でも答弁いたしましたけども、当課といた

しましては、何税ということにかかわらず、同じ対応をさせていただいております。ほか

の町税と同様に早期の催告、それから財産調査等を行いまして、地方税法、国税徴収法に

基づきまして、各種調査を行いまして、適切にやっているというふうに考えております。 

 あと、不納欠損等につきましても、先ほどと同様に自宅等の捜索を行い、徹底した財産

調査等を行いまして、納税の資力等の分析をさせていただいております。先ほどと同様に

なりますけど、捜索等によりまして生活状況等を把握した上で、適切な処理をしているも
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のと考えております。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（宮越 信義君）  健康保険課長。健康保険課関連の２点についてお答えい

たします。 

 まず、医療費の伸びの要因についてでございますが、大きなものといたしましては、高

薬価の新薬の影響がございます。オプジーボ、キイトルーダなどのがんの治療薬に加え、

昨年７月に承認された脊髄性筋委縮症の新薬スピンラザの影響がございました。また、医

療技術の高度化による影響もあるものと考えております。 

 次に、特定健診についてでございますが、新たに民間企業による特定健診受診勧奨事業

を実施することなどにより、平成２９年度の受診率が４８.４％、平成２８年度比７.３％

の伸びとなる見込みでございます。 

 また、平成２９年度の保健指導終了者数は１００人、平成２８年度比１９人の伸びとな

る見込みでございます。健康管理及び病気の早期発見、早期治療につながったものと考え

ております。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、認定第３号平成２９年度高鍋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について、

質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  県広域で行われているため、お年寄りの実態については把握し

かねますけれども、後期高齢者向けの事業で成果の見られるものは具体的になんでしょう

か。 

 また、私、年をとれば１カ所ぐらいお医者さんへかかる状況にはあると考えるんです。

それから考えたときに、元気で長生きできる対策はできてこられたのか。一般質問の答弁

でもございましたけれども、これは総括質疑でございますので、具体的にどのようになっ

てきているのか、見られる成果があったのかどうか、お伺いしたいと思います。 

 また、温泉券利用の詳細については、特別委員会でお聞きしていきたいと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（宮越 信義君）  お答えいたします。後期高齢者の長生き対策についてで

ございますが、一般質問でもお答えしましたとおり、健康診査及び健康相談を初め、重複

多受診者、健康診査未受診者、医療機関未受診者の個別訪問等を実施しております。その

ことが病気の早期発見・早期治療及び重篤化予防につながったものというふうに考えてい

るところでございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番。一般質問の答弁では、各地域でいきいき百歳体操など

の答弁があったと思うんです。これは多分、少ない公民館でしかやっていなかったのをふ
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えたんじゃないかなというふうに思うんですが、やはりそこは見るべき成果だったと思う

んです。大体、何カ所の公民館とか、いろんな団体でそういう体操、ノルディックを含め

てどんな体操をされているのか簡単にお答え願えればありがたいなと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（宮越 信義君）  健康保険課長。介護予防事業のほうになりますけれども、

いきいき百歳体操につきましては、昨年度１５カ所で実施をしております。２８年度が

３カ所でしたので、１２カ所ふえているという形になっております。あと、ノルディック

ウォーキングにつきましては、現在町内５カ所で行っております。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、認定第４号平成２９年度高鍋町下水道事業特別会計歳入歳出決算について、質疑

を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番。つなぎ込み水洗化率については、１００％により近く

なるまで頑張ることが大切だと思うんです。 

 ここでお伺いしたいと思います。水洗化率、つなぎ込み関してはどうだったのでしょう

か。 

 また、監査委員は認められても、住民代表としては不納欠損が生じることは避けていた

だきたいと私は考えるんです。だから、不納欠損額の理由及びどのような対策を講じてこ

られたのか、そこのことをお伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  上下水道課長。まず、水洗化率についてでございますが、

２８年度より１.５％増の８３.８％となっております。接続につきましては、５８件の

７３世帯、アパート等がございますので、世帯が多くなっております。の、つなぎ込みが

ございました。それから不納欠損についてでございますが、水道使用料と同時に徴収をい

たしております。滞納対策といたしまして町外徴収、夜間徴収等も行いましたが、私債権

である水道事業のほうで３年で不納欠損いたしておりますので、その案件を処理したもの

でございます。今後も係間の連携をとって徴収対策に努めてまいりたいと考えておるとこ

ろでございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、認定第５号平成２９年度高鍋町介護認定審査会特別会計歳入歳出決算について、

質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  私が、ある住民の方からこういうお話がありました。病院にい

る間は認定するのが高いと。要するに介護の認定が要介護５というのがあったんですけれ
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ども、自宅に帰ってきたときに要介護が３になってしまった。その理由を私はケアマネー

ジャーにお尋ねをしたところ、やはり病院での介護認定の場合と、家に帰ってきた場合は

違うんですよというお話を聞いたんです。だから、介護認定の場合、病院で入院中に受け

る場合と、自宅へ帰ったときの違いにびっくりされる介護者がおられるんです。だから、

そこをきちんと調査をされているかどうかということが、一つ、ちょっと気になるところ

なんです。それと同時にやはり公平で公正な状況は構築されているのかなと疑問に思って

しまうんです。それが介護認定の作業の中で、しっかりとできているのかどうか、そこを

お伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（宮越 信義君）  要介護認定に当たりまして、入院中の介護認定について

でございますが、介護認定につきましては、退院後、御本人のお体の状態が安定してから

調査を行うのが原則でございます。 

 しかしながら、退院後すぐに介護サービスを利用される場合につきましては、入院中に

ある程度病状が落ち着いてから調査に伺い、介護認定を行うことで、退院後すぐにサービ

スが利用できるように対応いたしております。もちろん入院中と退院後でそれぞれ体の動

き、状態等が違いますので、その時点で要介護度いうのは変わってまいります。要介護認

定に当たりましては、もちろん、事前に調査を行いますけれども、全国統一の認定調査員

テキストに基づいて、体の動き、あと介助、認知の状況等を調査をいたしまして、コンピ

ュータによる一次判定を行っております。その後、認定審査会におきまして医療、保険、

福祉、それぞれの専門分野の関係者の客観的な意見を反映し、最終的な要介護度の決定を

行っているところでございます。 

 以上のことから、公平で公正な審査が行われているというふうに判断をしております。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、認定第６号平成２９年度高鍋町介護保険特別会計歳入歳出決算について、質疑を

行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番。これは、質疑の内容には属さないかもしれませんけど、

言わせていただきたいと思います。年を取ると自宅にいたいが買い物に行けない、病院へ

行くにもタクシー代がないなどの声が出ています。自宅で最期までいたいし。息子や娘の

ところに行って、誰も知らないところへは行きたくないとの声があるんです。お互いに助

け合えれば一番いいのですが、お互い年をとって頼めないとの意見もまたあるんです。 

 介護保険は改正が行われ、使い勝手が悪いと言われてきました。また、保険料を払うば

かりで何も役にも立たないと言われる方もおられます。いきいきと、自宅で健康で長生き

のための政策はどこまで構築されてきたのか、その成果はまたどのようにあったのか。ま

た、お互いに助け合う認識の啓発活動はどこまで進んできたのか。厚生労働省は居宅での
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介護を一番望んでおられます。また、居宅での住み分けですね。そういうことをしていく

ためには長生きするために、先ほど後期高齢者のところでもお答えを願いましたけれども、

いきいき百歳体操を初め、ノルディックウォーキングを初め、そしていろんな形の地域の

協力、協働をしていただくための啓発活動というのは、どこまで進んできているのか、私、

お伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（宮越 信義君）  お答えいたします。まず、いきいきと健康で長生きのた

めの政策でございますが、これもこれまで答弁しておりますとおり、元気アップ教室やい

きいき百歳体操などの介護予防事業に取り組んでおります。体力、筋力の維持向上、認知

機能の低下予防などの対策を行っているところでございます。 

 次に、お互いで助け合う意識の啓発活動についてでございますが、平成２９年度より生

活支援コーディネーター、地域支え合い推進委員を１名配置し、地域における生活支援、

介護予防サービスの提供体制の構築に向け、既存の高齢者向けサービスの掘り起しなどに

取り組んできております。その成果といたしまして、町内の商店や事業者が取り組んでい

る高齢者向けのサービス、例えばタクシーの割引であったり、食料品、灯油等の配達等を

行っている事業所等の一覧をまとめました。高鍋町高齢者お助け便利帳を作成をいたしま

して、町内の介護事業所及び関係機関等に配付したところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番。また、基金の利用の仕方についてはどのような方向性

を持たれているのかお伺いしたいと思います。 

 それと、先ほど答弁がありましたけれども、長野県では地域の支え合いがすごく進んで

いるんです。健康寿命ということでしっかりと構築されている。地域で２名の地域の支え

合いというのを、高鍋町全体ではなくて、高鍋町にある８４の自治公民館で、いうならば

そこに２名ずつ配置されるという状況が長野県ではもう既に構築されているんです。 

 そのことをもってして、やはり居宅での介護を進めていくのであれば、そういうところ

にしっかりと、基金なども利用した形で、高鍋町独自の政策ができなかったのかどうか、

お伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  健康保険課長。 

○健康保険課長（宮越 信義君）  健康保険課長。基金についての利用の方向性でございま

すけれども、基金につきましては、現在のところ、介護保険料の急激な上昇を抑えるため

の財源として活用していきたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 ここでしばらく休憩いたします。１１時１０分より再開いたします。 
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午前10時59分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時10分再開 

○議長（永友 良和）  再開いたします。 

 次に、認定第７号平成２９年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出決算に

ついて、質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  利用料がわずかですが、増加しておりますが、要因はなんでし

ょうか。 

○議長（永友 良和）  農業政策課長。 

○農業政策課長（横山 英二君）  農業政策課長。お答えいたします。雑用水使用料金増加

についての御質問についてでございますが、２９年度決算おける使用料金は、１,７９０万

２,４０７円で、前年と比べまして、４９万１,７８３円、約２.８％ふえております。こ

れは夏に晴天日が多く、契約者個人個人の使用水量がふえたことが要因であると思われま

す。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、認定第８号平成２９年度西都児湯固定資産評価審査委員会特別会計歳入歳出決算

について、質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  審査に付された案件があったのかどうか、お伺いします。 

○議長（永友 良和）  総務課長。 

○総務課長（河野 辰己君）  総務課長。２９年度の審査件数はございませんでした。 

 以上です。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、認定第９号平成２９年度高鍋町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算について、

質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  監査委員の意見にもありますけれども、住民からはキヤノンが

取得金と売買価格が一致しているものと考えておられます。資料はいただいていますが、

具体的な答弁をいただきたいと思います。 

○議長（永友 良和）  副町長。 

○副町長（児玉 洋一君）  副町長。取得については、南九州学園から用地の取得を約

３０万平米の面積の用地を取得しております。それを造成を行いまして、キヤノン株式会

社のほうに売却するわけですけども、そのときの売却面積が約２６万６,０００平米とい



- 141 - 

うことで、面積が若干少なくなっております。加えまして、あそこの用地を造成をしまし

て売却しますけども、その造成費用もキヤノン株式会社が取得額として計上されますので、

そのことで取得金と売買金額が一致しないということになっております。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、認定第１０号平成２９年度高鍋町水道事業会計決算について、質疑を行います。

質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  ちょっと３点ありますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 給水人口は１１３人減となっておりますが、給水戸数は増、総排水量は増となっている

ようですが、人口が減っているにもかかわらず、総排水量が増加している状況はどのよう

に考えればいいのか説明をお願いしたいと思います。 

 資産減耗費が増加しておりますが、その要因は何なのか、そのことによる純利益に対す

る影響はどのように考えたらいいのか。漏水調査に関して費用対効果はどうなのか。 

 また、漏水調査をしなければ管渠に対してどのような影響が考えられたのか、お伺いし

たいと思います。 

○議長（永友 良和）  上下水道課長。 

○上下水道課長（吉田 聖彦君）  上下水道課長。まず、給水人口の減、給水戸数の増、排

水量の増についてでございますが、最近戸建ての家が増加しており、核家族化がふえてい

るものと想定しております。また、大口の給水先、おおよそ年間４,０００トン以上使用

いただいているところでございますが、そこの使用料が増加していることも要因と考えら

れます。 

 次に、資産減耗費の増加につきましては、２８年度からの繰り越し事業でありました国

道１０号古港橋付近の排水管布設替えによるものでございます。２８年度に発生せず、こ

れが２９年度に来たものでございます。単年度では増加しておりますが、全体としては影

響がないものと考えております。 

 続きまして、漏水調査についてでございますが、１年を通して調査をお願いしていると

ころでございます。昨年は２５カ所の漏水がございました。そのうちの約半分の１３カ所

は調査によるものでございますので、相当の効果があるものと考えております。 

 老朽管の影響といいますか、現在、老朽管がある場所を中心に漏水調査をお願いしてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 
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 次に、議案第５６号高鍋町家庭奉仕員派遣手数料徴収条例の廃止について、質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、議案第５７号高鍋町税条例等の一部改正について、質疑を行います。質疑はあり

ませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  新旧対照表を見ても、これ私あまり理解できなくて、申しわけ

ないなと思うんですが、具体的には常任委員会とかお聞きしたいと思うんですが、今回の

一部改正について、誰にでも理解できるように説明していただきたいと思うんです。たば

こ税に関しては、ある程度理解はできましたけれども、個人町民税に関して均等割は課さ

ないが……で、ちょっと聞き取れなかった部分であったんです、当初の説明のときに。そ

のところをもう少し詳しくお聞かせ願えればと思うんですが。 

○議長（永友 良和）  税務課長。 

○税務課長（杉  英樹君）  税務課長。税条例等の一部改正についてということで、たば

こ税に関しては大体わかられたということなので、それ以外について説明をさせていただ

きます。 

 基本的には、町長が提案理由で申し上げたとおりでございますが、今回の改正は地方税

法等の一部を改正する法律が、平成３０年３月３１日公布されたので、高鍋町税条例等の

一部を改正する必要が生じたということになります。個人の住民税に関して言いますと、

障がい者、未成年者、男女の寡フ、そういうものに対します非課税措置の所得要件を

１０万円引き上げて、均等割をかさない合計所得金額の限度額を１０万円に引き上げると。

いわゆる、かからない所得要件が若干上がりますと。要するにかからない方が、その分、

所得要件としてはふえるということになります。 

 あと、個人住民税の基礎控除額を現在３３万円であるんですけども、これを４３万円と

いうことで、こちらのほうも基礎控除、いわゆるかける前の所得の控除のほう１０万円引

き上げるということになります。それにあわせまして、所得がふえた場合ですね。そうい

う形になっていく場合に段階的に控除する額を、基礎控除のほう減らしていきますので、

高くもらっている人には、基礎控除のその部分が減っていくということになります。要す

るに税がかかるということです。 

 それに伴いまして、今度は所得税と住民税における人的控除の差を調整する調整控除。

いわゆる以前の三位一体改革のときの地方税と国税との税率の変更があった場合の差を調

整するものになりますけど、調整控除も適応しないこととする改正、それから法人町民税

につきましては資本金１億円を超える法人が行う申告に、国税と同様に電子申告の義務付

けを行うという改正を行うもの、そういったことになります。 

 あとは、たばこ税につきましては、説明といいますか、提案理由で申し上げたとおりで

ございます。 
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○議長（永友 良和）  ほかに質疑ありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  １２番。ごめんなさいね。ちょっと私、委員会で聞いてもいい

んですが、これやはり常任委員会で聞くと、一部はわかるけれども一部はわからないとい

うことになって、ほかの人はわからないということになってくると、いけないと思います。

確認だけさせていただきたいと思います。 

 先ほど、３３万円が４３万円になるということでしたよね。これは所得の金額というの

は一定に決まっているんですか。だから、ずっと４３万円から減らされるということだっ

たでしょ。所得が高くなればなるほど、だから最低は３３万円と考えていいのかどうかと

いうことが、まず１つです。 

 もう一つは、どれぐらいを限度にその４３万円と３３万円までなるのかというところが、

ちょっとごめんなさい、わからなかったので、その辺の金額の説明をお願いしたいと思い

ます。 

○議長（永友 良和）  税務課長。 

○税務課長（杉  英樹君）  税務課長。金額の要件に関しましては、基礎控除と言われる、

何も控除がなくてもという部分が住民税に関しては３３万円ありますけど、それを４３万

円に引き上げると。所得に関して言いますと、２,４００万円以下につきましは、４３万

円と。２,５００万円を超えると適応なしと。そこの部分について段階的にということに

なります。ですから、最低限が３３とかいうところの世界ではないです。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第５８号高鍋町自動車等駐車場の設置及び管理に関する条例の一部改正につ

いて質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  説明で、機器の入れ替え時における無料開放ということの説明

があったんですけれども、定期利用されている方への考え方とか、どのくらいの期間を無

料開放するのかとか、その辺のところがちょっと見えなかったところがありましたので、

そこのところだけ説明をお願いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  建設管理課長。 

○建設管理課長（惠利 弘一君）  建設管理課長。無料期間、いわゆる工事期間につきまし

ては、１０日間ほどを想定しております。期間中、定期購入者へ御迷惑をおかけしないよ

うに、自動車の定期購入者用の駐車枠を確保するなどの対応をしていきたいと考えており

ます。（発言する者あり） 

○議長（永友 良和）  建設管理課長。 

○建設管理課長（惠利 弘一君）  建設管理課長。１０日間は定期購入者の場合も購入され

ておりますので、定期購入以外の方も当然無料ですけど、定期購入されている方が、購入

していなければ１０日間無料になるんですけれども、定期購入されている方は当然格安に
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なっておりますので、１０日間無料になっても２０日間毎日通うかよりは安くはなってお

ります。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  それでも、確かに定期購入者は安くなっているって、それを見

越して安くなるから買っているわけです。１０日間という限定した時間ではありますけれ

ども、定期購入金額からやっぱり、じゃあ１０日間は無料にしますよっていう感じのこと

をやっぱりしないと公平性が保たれないんじゃないかなと私、ちょっと思ったもんだから、

定期購入者からまた苦情がきたら、私どういうふうに説明したらいいんだろうというのが

ちょっとあるわけです。もともと安いっちゃから、しょうがないわねというふうに答えな

きゃいけないのか、そこ辺のところがあるじゃないですか。だから、例えば１０日間とい

うのは３分の１です。１カ月ですれば３分の１です。だから、その分をやっぱり少し安く

してあげるのか、１０日間延長するのかというところがあると思うんです。 

 だから、なかなか、私そこら辺の考え方が、定期購入者がいらっしゃるもんだから、も

し定期購入者からそういう苦情が来たら、私どうやって答えればいいのかなということ、

ここ一番最初にちょっと考えたんです。正直な話言って。だから、今の答えから言ったら、

あなた定期購入でもともと安いっちゃから、じゃっていうふうには答えられないでしょ。

そういうふうに答えたら大変失礼だと思うんです。そこをやっぱりちゃんと私たちにきち

んと説明していただかないと、整合性のあるような説明をしていただかないと、私たちが

もし、そういう不満がきたときに、やはりきちんと説明できないと思うんです。だから、

それにはどういうふうに対処するのかなということを聞いておかないと、ここで。だから、

１０日間のために条例をつくるわけだから、正直な話言って。どうかなと思って。これ便

宜的にできなかったのかどうかというのがちょっと気になったところなんです。 

○議長（永友 良和）  建設管理課長。 

○建設管理課長（惠利 弘一君）  定期購入者は安くで買っているからいいんじゃないかと

いう、そういう理由ではございません。この基金を更新するときに、まず１０日間ぐらい

かかるということで、どういうふうにしようかということで、こういう条例改正を挙げた

んですけれども、考え方の違いはあるかと思いますけれども、定期購入をされた方が損害

を被っているというふうな解釈をしなかったということで、こういう条例改正を提案させ

ていただきました。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 次に、議案第５９号平成３０年度高鍋町一般会計補正予算（第２号）について、質疑を

行います。質疑はありませんか。１２番、中村末子議員。 

○１２番（中村 末子君）  まず、ふるさと納税について、いつから、きのうも総務大臣の
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テレビで報告があったと思うんですが、いつから原則どおりの運用をされていくのか。そ

ういうこともかかわらず、１０億円の増となるようなふるさと納税の提案がされているん

です。これは本当に事業者が守っていくとなると、私はこの予算というのは本当に大変な

金額じゃないかなというふうに思うんです。だから、１０億円増となっているが、その目

算があるのかどうかということをまず聞いて、その後はまた質疑します。 

 それと産地パワーアップ事業では、具体的にどのような計画があって、金額が大きいん

ですけれども、これ全て県補助で行い県主導の要素があるのかどうか、お伺いしたいと思

います。 

 そして、百済王族伝説を活用して、市町村が連携して推進協会負担というのがあると思

うんですが、高鍋町では具体的な内容を持ってのぞむのかどうかお伺いしたいと思います。

コンパクトなまちづくりとありますが、協議会のメンバーはどのように考えておられるの

か。また、町長の思いはどこにあるのかをお伺いしたいと思います。 

 持田古墳群整備の具体案はあるのかどうか、お伺いしたいと思います。 

○議長（永友 良和）  地域政策課長。 

○地域政策課長（渡部 忠士君）  地域政策課長。地域政策課関連の御質疑をいただきまし

た。２点ございましたので、それぞれお答えをさせていただきます。 

 まず、ふるさと納税に関するお尋ねについてでございますけれども、運用につきまして

は、現在、御案内の総務省通知に基づきまして返礼品の見直し作業を随時行っているとこ

ろでございます。本町の登録返礼品数が４００品以上、非常に多い上にふるさと納税のウ

ェブサイトの表示変更等の作業も重なっておりまして、数多くの作業が一度にかかってき

ている状態でございます。 

 そのため、ウェブサイトの私ども高鍋町が管理を委託しております事業者におきまして

は、現時点では、全ての作業の管理の時期をいついつまででございますと言った、正確な

日数というのをお示しすることができないと、示していただくことができない状況ではご

ざいますけれども、１０月中の作業完了を目指しまして、鋭意作業を行っていただいてい

るところでございます。 

 また、補正予算額につきましてでございますけれども、昨年度の寄附実績と、今年度の

寄附額の伸び率等をもとに試算を行わせていただきました。その上で、今回の額を計上さ

せていただいたというところでございます。 

 次に、百済王族伝説等活用市町村連携推進協議会の負担金についての、高鍋町の具体的

な内容についてでございますけれども、関係いたします３市町との、実際は連携としまし

ては４市町、高鍋町と日向市さん、木城町、そして美郷町の４市町になりますけれども、

連携いたしまして、今年度から平成３２年度までの３か年間で、百済王伝説を活用いたし

ました本町への観光客の誘致や国際交流の充実等を目指すことというふうに計画している

ところでございます。なお、この本年度につきましては、日向市を中心としたしまして、

関係市町を対象としたモニターツアーを開催いたしまして、国内及び外国人旅行客向けの
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実態調査を行うということを予定しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（永友 良和）  農業政策課長。 

○農業政策課長（横山 英二君）  産地パワーアップ事業についてお答えいたします。この

事業は、地域の営農戦略として定めた産地パワーアップ計画に基づきまして、高収益な栽

培体系の転換を図るための取り組みを総合的に支援するものでありまして、対象者への補

助率は２分の１となっております。財源は全て県の補助金でありまして、町の負担はござ

いません。宮崎県におきましては、特に施設園芸の再編整備を最重点課題として位置付け

ておりまして、施設の団地化や規模拡大、新規導入等を促進するなどして、国際化に対応

した競争力の高い野菜、果樹等、園芸産地の形成を推進しているところでございます。 

 本町におきましては、ＪＡ児湯施設園芸部会が２８年度から、ＪＡ児湯茶部会が２９年

度からこの事業に取り組んでいるところでございます。今回、県のほうから追加要望調査

がございまして、それぞれの部会に照会をかけましたところ、５名の生産者から要望がご

ざいしたので、今回補正予算として計上させていただいたところでございます。具体的な

計画、内容についてでございますが、施設園芸部会につきましては、施設園芸ハウス、内

部資材等のリース導入資金としまして、２名の生産者の方に対し２６７万３,０００円、

茶部会のほうにつきましては、機械化一貫体系に必要な機械のリース導入資金として、

３名の生産者の方に７８４万４,０００円を補助するというものになっております。 

 なお、事業推進に当たりましては、農業政策課の職員がＪＡ児湯のほうと連携をとりま

して、生産者の皆さんの要望をとりまとめた上で、県との調整を行っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  社会教育課長。 

○社会教育課長（稲井 義人君）  社会教育課長。持田古墳群の整備についてですけれども、

現在、県の補助金を活用いたしまして、草刈り作業とか標柱の建て替え、墳丘の測量など

を進めているところです。今後は、これまでの整備に加えまして、古墳の魅力につきまし

て、文化庁と協議をいたします。さまざまな条件に合った補助金等を探しまして、ストー

リーを設定していくことなどで、歴史的資源の活用につなげていこうと考えております。 

○議長（永友 良和）  町長。 

○町長（黒木 敏之君）  コンパクトなまちづくり推進協議会につきましては、国の各種施

策等を活用して行うまちづくりについて情報資料の収集、あるいは意見交換等を実施し、

地域の創意工夫のもとコンパクトなまちづくりを促進することを目的に、全国の公共団体

の参加のもと設立された協議会であります。この協議会に参加し、各種施策や全国の事例

を学びながら、本町の地域特性に合ったコンパクトなまちづくりについて検討してまいり

たいと考えております。 

○議長（永友 良和）  １２番、中村末子議員。 
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○１２番（中村 末子君）  １２番。私は、総務省の案内からすると、けさ、テレビで見た、

きのうか、テレビで見た限りで言えば、やはり３割は守っていただくということが１つ、

そして地域で生産されたものに限るとか、いろんな要件が出されて、それを守ることがで

きないのであれば、このふるさと納税のあれから排除するではないんですけども、もう認

めないと、税金の還元は認めないということで、かなりこれは事業者にとってはすごく

戦々恐々とするものなんです、内容としては。 

 だから、事業者も、うちはどうなるんだろうかと、個別で言って申しわけないんですけ

ど、やっぱりうちはどうなるんだろうかという事業者が、たくさん不安に思っていらっし

ゃる事業者が多いと思うんです。それなのに、やはり１０億円がここで追加補正をされて

いるということについては、かなり強気だなと思う反面、そこでもやっぱり１０億円が入

るように仕掛けていくということを考えたときには、やはりこれはかなり町がフォローし

ていく状況というのをもっていかないと、総務省から、けさもちょっと佐賀の方の市長さ

んのお話が出ていましたけれども、じゃあどこで、その３割が確保できているのかと、誰

が調査するのかと。 

 そして、例えば泉佐野市ですか、これ全国でナンバーワンになったところですけれども、

そこのところについては、やはりアメリカ牛というか、それがあるんだけれども、これに

ついてはだめというふうに、じゃあ誰が判断するのかと。国産にこだわるのか、じゃあ県

産にこだわるのか、もう高鍋町産にこだわるのかというところの判断は、じゃあどこでし

ていくのかというところも非常に、総務省の方向性を、野田さんの話を聞いただけではち

ょっと曖昧であると言わざるを得ない状況なんです。 

 これを法制化していくとなれば、法制化は恐らく時間をかけて、即断即決では多分でき

ないと思いますので、ある程度法制化していくためには時間経過もあると思うんです。だ

けど、事業者の皆さんが一番心配されているのは、うちの商品は大丈夫なんだろうかとい

うことを一番心配されているわけです。だから、そこに対してやっぱり明確な、こちらが

方向性を持ってのぞんでいかないと、やはり事業者の不安というのをあおってしまっては、

私はこのふるさと納税、せっかく定着して、事業者の皆さんもやっと元気が出てきたとい

う状況の中で、借り入れを行いながら、資金を調達しているところもあるでしょうし、ま

だ準備をしている事業者の皆さんもいらっしゃるだろうと思うんです。だから、投資額に

見合った、やはりふるさと納税の返礼品のあれがなければ、やっぱり事業者の皆さんから

ものすごく不満が出てくると思うんです、やり方について。 

 国が主導しているから僕たちはわかりませんじゃなくて、やはり高鍋町である一定の方

針をしっかり出した上で、やっぱり予算化を、予算を出していかないと、私はいけないん

じゃないかなというふうに思っているから、どういうふうな考えでこの条件をクリアでき

ると、あと２５億円です、合計。昨年と同じように２５億円がクリアできると考えておら

れるのか。また、そのときに高鍋町としてはすごくいいわけです。３割を守っていただけ

るのであれば、大体４割ぐらいは残るわけです。寄附していただいたことになるわけです。
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そうすると、４割とすると、正直な話で言って、２５億円のときよりも、かさ高は減った

にしても、もっと逆に言えばあと１５億円だから、これが２０億円ぐらいになったとして

も、残りあと５億円ぐらいあれば、これが４割残れば、かなり、２５億円と同じような状

況で寄附高は残るということの計算になるだろうと思うんです。だから、そこの方針をし

っかりと高鍋町が打ち出していただかないと、これは皆さんすごく関心のある、常任委員

会だけではないと思うんです。だけど、少し関心のあるところですので、やはりそこのと

ころをどう方向づけていくのか、いつまでにじゃあ。その政策、方向づけたものをいつま

で事業者に提案できるのか、提出できるのか、そして事業者の皆さんが一致団結した形で

やれる状況ができているのかというところが、非常に気になるところなんです。 

 だから、１０月までには完了するとおっしゃいましたけど、それは向こうが完了するこ

と、ウェブサイトが完了することであって、こっちが完了することでは、高鍋町が完了す

ることではない。ウェブサイトが完了する前にはこっちは完了していないといけないわけ

です。方針を出してしっかりと、皆さんに示していかなければならないわけです。だから、

こういう製品はだめですよ、こういうのはだめですよということを、ある一定、やっぱり

業者にしっかりと文書でお示しをしていかないと、皆さん不安に思ってらっしゃる。でき

れば１０月いっぱいでウェブサイトが完了していくという状況であれば、９月いっぱいで

皆さんにしっかりとそこの方向を示していただく必要があるんじゃないかなと思うんです

が、そこのところの具体的なやり方についてはどういうふうに考えておられるのか、お伺

いしたいと思います。 

 それから、産地パワーアップ事業というのを、この県主体って聞いたときに、私が一番

気になったのは、商工会議所で行ったまちなか活性化事業なんです。これは、まちなか活

性化事業で、私の一般質問の答弁にもありましたが、３,１５０万円という金額を県から

いただいてやってきたけれども、結局今となってはもう皆さん解散してしまったと。もう

だからお金をもらったら、補助金をもらったら、それっきり終わりよというような感じに

なると非常にまずいと思うんです。 

 やはり、産地パワーアップで言えば、どのようなところまで計画しているのか、そして

それによって、先ほど茶部会のほうでも結局７８０万円ぐらいのお金がいくわけです。そ

のお金がどう生かされてくるのか、やっぱり茶工場の問題についても、これ非常に大変な

問題がある。工場をつくったけれども、もう修繕費やらいろんな運営についても赤字にな

って、大変な思いをその茶の団体の方は非常に苦労していらっしゃるという状況が現段階

ではあるわけです。じゃあお金をいただいたからこれでラッキーじゃなくて、この産地パ

ワーアップというのはこれからのことを考えて投資するわけですから、これまでの補足を

していくわけではないということは、十分周知されて、それも啓発もちゃんとされていっ

ているだろうとは思うんです。でも、これをどういうふうに将来的にはつないでいきたい

のか、あの茶工場の建設があるときに私も申し上げたんですけれども、どんな商品を産地

パワーアップ事業で、どんな商品をつくりだしてどうしていくのか、どうなっていくのか
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というところが具体的に見えないと、方向性がない。ただ、補助するだけでは何の意味も

ないというか、私たちはやっぱり補助するだけではない、お金だけではない、いろなんな

ものをしっかりと効果が出てくるんじゃないかなというところで、みんな努力していると

思うんです。 

 だから、皆さん、のどが手が出るほど、皆さん、県からいただく、国からいただく補助

金というのはほしいわけです。だけどそれがやはりものになっていかないと、それが力に

なった形で、この農業者がしっかりとそれを力にしてスキルアップ、ステップアップが図

られていかないと、私はお金をいただいてもまちなか活性化事業と同じように、もう解散

しましたじゃあ済まない。もう二度と同じ過ちを繰り返してはいけない。私そう思ってい

るんです。だから聞いているんです。だから、そこがどういうふうに、これからの流れが

どういうふうになっているのかということを、ぜひ、そこは示してほしいなというふうに

思っているんです。 

 それから、百済王伝説です。これについては種々あります。だから、南邦和先生ですか。

あの先生が出してらっしゃる、あの百済王伝説の百済王の問題について、高鍋にやっぱり

流れ着いた、そして南郷、そして木城の福智王の問題とか、いろんな問題というのを、私

もこの前本を実は買ってきて、いろいろ読ませていただいて、目から鱗の部分もありまし

たし、こうなんだねこうなんだねというところがあるんですけれども、これを具体的に観

光資源としてどう活用していくのか、歴史的な問題としてどうやっていくのかというとこ

ろが、非常に私は、そこからしっかりとやっていかないといけないんじゃないかなと思う

んです。 

 だから、私はやはり、韓国からバス２台で来てくださった、そしてやはり之伎野妃の墓

があまりにもかわいそうで、本当にあの前で泣かれている状況を私見て、いかんなと思っ

た次第ではあったんですけれども、やはりあのときの状況、もうあれで終わりですから、

だからそれが百済一族というのはまだ韓国にも残っているみたいなんです。だからそこと

の歴史的観点からどう見ていくのかというところも含めて、やはりきちんとした流れをつ

くっていかないと、私は一時的なものでこうやっても、例えば持田古墳でもそうじゃない

ですか。だから、吉本町長のときにいろんなこと申し上げて、結局里帰り展を開かれまし

たよね。里帰り展を開かれて、いろんな資料も集めた。こんなものがいっぱい高鍋町から

出土しているんだなということもあのときにわかった、そして皆さんも認識した。でも、

それは毎年開かれないために、結局忘れさられた過去の問題としてでき上がってしまって

いる。 

 そういう状況の中でいったら、こういう予算を出されたときに、やはり一番気にするの

は予算を出して、それをどのように活用していくのか。私たちはやはり出すべきところと、

やっぱりここは出したらいけないんじゃないかというべきところの判断する材料というの

をしっかりと示していただかないとだめなんです。だから、そこのところをもう少し詳し

く説明していただけたらありがたいな。私は希望でもいいと思うんです。いろんな夢でも
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いいと思うんです。語っていただいて、その中でやっぱり何か１つぐらいは私たちの中に

残っていけば、この問題というのは解決できるんじゃないかなというふうに思いますので、

今の３点について、しっかりと答弁をしていただきたいと思います。 

○議長（永友 良和）  農業政策課長。 

○農業政策課長（横山 英二君）  農業政策課長。産地パワーアップ計画の今後の進め方と

いいますか、そういったところについてちょっと御説明を申し上げます。今、農業がおか

れておる状況は、ＴＰＰ１１とか日欧ＥＰＡなどの、来年１年には同時発行されるという

ようなことも言われておりまして、今まで経験したことがないような市場開放の動きです

ね、あと国際化が今、進められているところでございますけども、農業のほうはやっぱり

担い手が不足しておりまして、今の農家の方々も皆さん高齢化が進んでおる状況でござい

ます。それから、あとこういった今回の西日本豪雨でありますとか、気候変動ですね、夏

場のこの暑さとか、そういった問題もありまして、これから農業のほうが儲かる農業を実

現していくためには、機械導入による省力化でありますとか、ちゃんとした経営感覚を持

って取り組むとか、そういったことが必要になってくるかと思います。 

 そのようなことがありまして、この国から示されているＴＰＰ等関連政策大綱を踏まえ

たこういった事業なんですけども、そういった事業を利用して個人の農家さんも２分の

１を負担されて、そういった機械の新規導入等をやって、生産基盤の強化に努めておりま

すので、これからもＪＡさんとうちの農業政策課と県と一緒になって、そういった農家の

儲かる農業の実現に向けて、精一杯の支援をしてまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（永友 良和）  地域政策課長。 

○地域政策課長（渡部 忠士君）  地域政策課長。まず、ふるさと納税についてお答えをさ

せていただきます。 

 まず、その１０億円のプラス上乗せというところの判断でございますけれども、先ほど

答弁させていただいたとおり、数字の伸びというのがございまして、まず、８月末時点で

の実績をちょっと比較させていただいているところでございます。昨年度ですけれども、

平成２９年度の４月１日から８月３１日までの実績が、寄附金額にいたしますと４億

６,８００万円、件数にいたしまして３万７,０００円強というふうになっております。こ

れが今年度なりますと、その実績が７億８,９００万円、約７億９,０００万円までの伸び

を示していると。寄附件数が６万５,０００件強というふうになっておりまして、約

１.７倍の伸びを示しているというところが、実績として出てきております。 

 ちなみに、これ８月末現在で７億９,０００万円弱というお話しさせていただきました

けれども、９月１０日の時点では、既に９億５,０００万円弱まで伸びております。件数

にいたしますと、７万８,５００件強というふうな、大変な伸びを示しているというとこ

ろでございます。この数字を算定しました予算を編成した折には、総務大臣のそういった
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通知、またその３割の厳守と、そういった、もちろん前からそういうお話ございましたけ

ども、このような厳格な運用をしていくという方針が示されたのは今回が初めてと。そう

いう守らない自治体については、除外していくという方針が示されたのは今回が初めてで

ございまして、それに対する影響が今後出てくる、どのような形で出てくるかというのは、

その時点では見込めておりませんでした。そのために予算編成時点において、先ほど申し

上げました数字の伸びからいたしまして１０億円の上乗せというのは可能であると判断し

て、今回、御提案させていただいたところでございます。 

 また、じゃあその３割というのを守っていく、いった中でどのような伸びを示していく

のかというところにつきましては、まだちょっとそこは予測がつかないところではござい

ますけれども、この高鍋町に御寄附いただける方が、先ほど９月末で７万８,０００円強

と御説明させていただきましたけども、かなりの方がリピーターであるということを、報

告を得ているところでございます。そのことを考えまして、高鍋町を指示していただける

町外の方が一定数おられるということでございます。 

 また、他の自治体との返礼品の状態も、イコールコンディションがこれからつくられて

くるということでありますと、高鍋町の事業者様がそれぞれ商品としてお出しいただいて

おりますふるさと納税の返礼品につきまして、かなり競争力があると、リピーターの方の

数から考えて。十分、そういう素質のある商品を皆様に提供させていただいているという

ふうに判断しているところでございますので、そのあたりもございますので、そこまでの

極端な落ち込みというのは考えられないのではないかと、今のところ、現時点でございま

すけれども、推測しているところでございます。 

 また、ふるさと納税につきまして、楽天でありますとかございますけども、こちらにつ

いても、新たなそういうふるさと納税のサイトについても開拓をしまして、そういうふる

さと納税のチャンネルですね、高鍋町を紹介するふるさと納税チャンネルも今後ふやして

いけたらというふうに考えております。そのことによって、２５億円というのを確保して

いきたいというふうに考えているところでございます。 

 また、事業者さんの皆さんの不安のという点もございます。去る６月の末、ちょっと日

付忘れて申しわけございません。６月の末でございますけれども、ふるさと納税の事業者

様、皆様集まっていただきまして、説明会を開催させていただきました。その時点では

６月に、国、県のほうから通知がいったんございました。３割守ってくださいという通知

がございました。それを受けて事業者説明会を開催いたしました。その中において、事業

者の皆さんにはこのような通知が出ている中で、それは守っていきたいということで説明

をさせていただきました。商品の３割の割合についても説明させていただきました。大体、

時期的なところを御説明させていただきました。 

 また、商品についても、特に商品だと思われます、皆さん心配な部分は。この商品はだ

めなんじゃないか、この商品はいいんじゃないかと、そういったところの、国のほうでも

いろんな、各自治体でもそういった声が上がっているというのも報道で聞き及んでいると
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ころでございます。こちらについても、県を通じまして国のほうから、個々の全ての商品

について調査がきております。それに対して私どもは返答を今、調査きておりますので、

それについて、この商品がよくてこの商品がだめと、そういったところの線引きについて、

私どもでしっかり判断させていただいて、回答しようというふうに考えております。 

 じゃあ例えば、先ほどアメリカ産のお肉はだめなんじゃないかとか、そういうお話も確

かに国のほうからございましたけれども、例えばアメリカ産の牛肉でございましても、そ

の出しておられる店舗のほうで、しっかりと商品としての加工を加えているというのであ

れば、そのお店の能力として、そのお店の方の能力として、その商品として形づくって提

供していくというのであれば、原材料は確かに外国産かもしれないけれども、そういった、

しっかりそのお店の能力が発揮された商品が提供されているということを考えれば、これ

も自治体の高鍋町の商品として、ふるさと納税返礼品としてよいのではないかというふう

な判断など、そういったところも含めていろいろお答えをさせていただこうというふうに

考えております。 

 また、事業者向けの説明会については、その総務省の、また続けていろいろくると思い

ます。そういったのを踏まえて、説明会のほうは開催していって、事業者様の不安のほう

は払しょくできるようにしていきたいというふうに考えているところでございます。 

 続けまして、百済王伝説の事業の取り組みでございますけれども、市町村間連携推進事

業ということで、県の補助金をいただいて行うものでございます。先ほど、答弁させてい

ただきましたんですけれども、今回は、日向市さんのほうで事業を企画していただいて、

国内及び外国人、韓国人、韓国の方向けの旅行者調査というのを行っていくということで

ございます。それだけにとどまらず、関係市町のほうに、例えば美郷町におきましては、

百済文化祭派遣事業。韓国のほうで開催されております百済文化祭のほうにその関係する

市町と神社関係者等を派遣して、国際交流に努めるといったことを行うということでござ

います。そういったことで、将来的なインバウンド、招請といった観光事業の展開を何と

か図っていけないかというところを計画しております。 

 また、木城町、これは木城町さん単独事業ではございますけれども、千年王国事業とい

うものを展開するということでございます。この百済王伝説でございますけれども、こち

らを広く知っていただいて、またその上で、地域住民の方々の意識の向上を図って、圏域

全体で百済王伝説を地域資源として活用し続けるような、その資源、基盤をつくっていき

たいというような計画もございます。 

 また、映像媒体を使った、親しみやすい、紙媒体であったりするのかもしれませんけれ

ども、老若男女がその親しみやすい媒体で、百済王伝説について知っていただくような、

いろんな策も講じていきたいというふうに考えています。将来的には百済王伝説、もちろ

んその歴史的背景があっての観光資源ということでございますので、そういった点を踏ま

えて、この日向、高鍋、木城、美郷のほうに将来的には、外国人観光客、韓国からのお客

様をお迎えできるようになったらよいのではないかということで、このような事業を展開
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しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（永友 良和）  社会教育課長。 

○社会教育課長（稲井 義人君）  社会教育課長。先ほど、さまざまな条件にあった補助等

を求めてというお話をしましたが、文化庁との協議の中には、夢を語るとまではいきませ

んが、ある程度の考えをもってまいりたいと思います。 

 例えば、今、資料館に保管しております石棺の問題、あるいは花守山の連携に伴う伐採

の問題とか、あるいはうまくいけば、例えば周辺整備、そのためには例えば文化庁のほう

から古墳整備計画をもう一度見直してくれ、あるいは今の状態であってもここをこうすれ

ばこういう補助はありますよというところを協議していこうと思っております。 

 実は、昨年、高鍋からの出土の重要文化財を所有している耕三寺のほうに行ってまいり

まして、もし高鍋のほうでもう一度展覧会なりをするのであれば貸してもらえますかとい

う話をしたときに、館長である耕三寺孝三さんのほうが、もともとは高鍋で出たものです

から、必要であれば、重なってなければいつでもお貸ししますよという返事はいただいて

おります。ここでやはり問題になるのが、文化庁との協議になってきます。 

 当初は、一番最初里帰り展やったときは、美術館できてまだ１年目でしたので、文化庁

もかなり慎重に条件出してきたんですけども、今までのお付き合いとかも含めて、そうい

う協議も一緒にしていきたいと考えております。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。１７番、青木善明議員。 

○１７番（青木 善明君）  １７番。ページ２１の百済王伝説の負担金のことなんですが、

これは平成２８年の１月の２３日に１市３町で連携協定が交わされておりますが、始めて

今回、３カ年事業を行うということでございますが、協定した後に毎年負担金を払ってき

たのか、私もちょっと予算書の確認してないのでわかりませんけど、今回、３カ年事業と

いうことでございますが、総事業費は幾らなのか。それから１市３町の窓口はどこがして

おられるのか、お尋ねいたします。 

○議長（永友 良和）  地域政策課長。 

○地域政策課長（渡部 忠士君）  地域政策課長。事業費、３カ年の事業費でございますけ

れども、平成３０年度から平成３２年度までの３カ年でございますけれども、まず平成

３０年度につきましては３８８万円でございます。平成３１年度につきましては３８４万

円、平成３２年度につきましては３４０万円という額になっております。 

 窓口でございますけど、事務局のほうはこちらのほうは、木城町のほうで事務局をとっ

ているということでございます。ちなみにその３カ年の高鍋町が負担いたします、事業に

係るそのプロモーションとかそういった事業については、日向市のほうが主体となって行

うということでございます。 

 以上です。 

○議長（永友 良和）  ほかに質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  これで質疑を終わります。 

 あと６議案残っておりますので、残りにつきましては午後１時より再開します。 

 ここでしばらく休憩をとります。 

午後０時00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（永友 良和）  再開いたします。 

 次に、議案第６０号平成３０年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ

いて、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、議案第６１号平成３０年度高鍋町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、議案第６２号平成３０年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

て、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、議案第６３号平成３０年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号）に

ついて、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６４号平成３０年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第２号）にについ

て、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、議案第６５号平成３０年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算（第

１号）について、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で、総括質疑を終わります。 

 お諮りいたします。認定第１号及び議案第５６号から議案第５９号までの５件につきま

しては、お手元に配付しました付託議案審査日程表のとおり、それぞれ所管の各常任委員

会に審査を付託することに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  異議なしと認めます。したがって、認定第１号及び議案第５６号か

ら議案第５９号までの５件につきましては、各常任委員会に審査を付託することに決定い

たしました。 

 お諮りいたします。議案第５５号及び認定第２号から認定第１０号までの１０件につき

ましては、議長及び監査委員を除く１４名をもって構成する特別会計等決算審査特別委員

会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思いますが、これに御異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  異議なしと認めます。したがって、議案第５５号及び認定第２号か

ら認定第１０号までの１０件につきましては、議長及び監査委員を除く１４名をもって構

成する特別会計等決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いた

しました。 

 お諮りいたします。議案第６０号から議案第６５号までの６件につきましては、議長を

除く１５名をもって構成する特別会計予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査

することにしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（永友 良和）  異議なしと認めます。したがって、議案第６０号から議案第６５号

までの６件につきましては、議長を除く１５名をもって構成する特別会計予算審査特別委

員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

 ここで暫く休憩いたします。それぞれの正副委員長の互選を行いますので、議員の皆様

は第３会議室にお集りください。 

午後１時04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時07分再開 

○議長（永友 良和）  再開いたします。 

 先ほどの特別会計等決算審査特別委員会及び特別会計予算審査特別委員会の設置に伴い

まして、それぞれ正副委員長の互選が行われましたので、結果について報告いたします。 

 特別会計等決算審査特別委員会委員長に青木善明議員、同副委員長に津曲牧子議員、特

別会計予算審査特別委員会委員長に青木善明議員、同副委員長に津曲牧子議員がそれぞれ

互選されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（永友 良和）  以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これで本日は散会いたします。 

午後１時08分散会 

────────────────────────────── 


